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きょうだいたち、私たちの主イエス・キリストの名によって命じます。怠惰な生活をし

て、私たちから受けた教えに従わないすべてのきょうだいを避けなさい。どのように私た

ちを見習うべきかは、あなたがた自身がよく知っています。私たちは、あなたがたの間で、

怠惰な生活を送りませんでした。また、誰からもパンをただでもらって食べたり（は）し

ませんでした。むしろ、誰にも負担をかけまいと、労苦し骨折って、夜も昼も働いたので

す。私たちに権利がなかったからではなく、あなたがたが私たちに倣うように、身をもっ

て模範を示すためでした。実際、あなたがたのもとにいたとき、私たちは「働こうとしな

い者は、食べてはならない」と命じていました。（Ⅱテサロニケ 3:6 ～ 10） 

 

著者は、「きょうだいたち、私たちの主イエス・キリストの名によって命じます」と強

い口調で語りかけている。「怠惰な生活をして、私たちから受けた教えに従わないすべて

のきょうだい兄弟を避けなさい 。」 あなたがた自身は、どのように私たちを見習うべきか

は、よく知っているはずである。私たちがテサロニケにいた時、怠惰な生活はしなかった。

誰からもパンをただでもらって食べたりせず、むしろ、誰にも負担をかけまいと、夜も昼

も大変苦労して、働き続けた。それは、私たちが援助、謝儀を受ける権利がなかったから

ではなく、あなたがたが私たちに倣うように身をもって模範を示すためであった。パウロ

は、宣教している最前線からは謝儀を受け取らなかった。ユダヤ教のラビたちは、「神の

言葉を売り物にしない」と、手に職をつけ、自活していた。この矜持をパウロは守り抜い

た訳であるが、それだけではない。パウロは福音を少しでも妨げてはならないと、謝儀を

受け取る権利を放棄したのである。主イエスの時代の律法学者たちは、この矜持を捨て、

主イエスから「やもめの家を食い物にし、見せかけの長い祈りをする（マルコ 12:40 ）」

と非難されている。Ⅱテサロニケの著者の場合は、意味が少し違うようである。仕事に熱

心に励むように、身をもって模範を示すために、昼夜苦労をして働いたのである。そして、

テサロニケにいた時、私たちは「働こうとしない者は、食べてはならない」と命じたと言

っている。「働こうとしない者は、食べてはならない」という言葉は、キリストの再臨に

よる主の日、終わりの裁きの日が直ぐに到来するのだから、あくせく働いてもしようがな

い、働く必要がないと、終末信仰を間違えて捉えていた人々への警告である。しかし、終

末が来るので、人生を放棄してもよいはずがない。著者は、真面目に働いて、品位を保っ

て歩み、他の人々に迷惑をかけないことを、身を持って模範を示すためであると諭してい

る。終末信仰は、主イエスが雲に乗って来られるという現象ではなく、全き救いのなる日

を待ち望んで、今を、キリストの福音に信従する生活を全うするということある。だから、

人生を放棄して、働かないということはあり得ないと言うのである。 

ロシアの革命家レーニンは、社会主義を実践する上で守らなければならない戒律として、

「働かざる者、食うべからず」という言葉を使った。働かざる者とは、資産家、資本家、

地主などで、彼らは働かなくても食べていけた。レーニンは、彼らには食べ物を与えない、

欲しければ、働きなさいと説いた訳である。時々、終末の日は、〇年〇日であると勝手に

言いふらし、特殊な秘密団体を形成するケースを見聞きすることがあるが、終末信仰をは

き違えて説き、人々から人生を奪う以外の何ものでもない。終末信仰は、怠惰や恐怖の勧

めではなく、神と直接まみえる希望であり、その希望が今を立たせるのである。 


